
1 

インドネシアにおける商標権
保護と模倣対策戦略 

リサ・ヨング  
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議論の範囲 

保護できるもの、保護すべきも
のは何か。 

訴追手続きにおける共通の課
題は何か。 

それに伴う法的リスクはどうか。  

偽造品や類似品にどう対処す
るか。  

警告状か、民事訴訟か、刑事
強制捜索か。  
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商標 

                                                                          
                                                                            

商標出願申請件数（2009-2011年） 

国外 国内 
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第１条(1)  商標の定義 

商標とは、ある業者の商品又はサービスを他の業者の商品又はサービスから識別するた
めに、取引において使用される図形（ロゴ）、名称、語、文字、数字、色の構成又はこれ
らの要素の組合せからなる標識をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

2001年商標法第15号 
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次の場合、商標は登録を受けることができない 
第４条 

出願が悪意のものであった場合。 

第5条： 

商標が、次に掲ける何れかの要素を含む場合 

a. 現行法規、宗教規範、良識、又は社会的秩序に反するもの 

b. 識別力を有さないもの 

c. 既に公共財産となっているもの、又は 

d. 登録を出願している商品又はサービスの説明又は関連事項であるもの 

  

第6条(1)  

a.同種の商品及び/又はサービスに対して、先に登録された他の者の所有する商標と要部又は全体にお
いて類似性を有する場合 

b. 同種の商品及び/又はサービスに対して、他の者の所有する著名商標と要部又は全体において類似性
を有する場合 

c. 同種の商品及び/又はサービスに対して、他の者の所有する著名な地理的表示と要部又は全部におい
て類似性を有する場合 

•  

2001年商標法第15号 
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第６条(2)  

     (1)(b)の規定は、更に政令で規定する条件を満たす限り、同一種類でない商品又はサ
ービスに対しても適用される。  

  

第６条(3) 標章登録申請は、次の場合においても総局により拒絶されるものとする。  

a. 他者の所有する法人名を構成し、又は類似する場合。ただし、権利を有する者から書面
による合意を得た場合を除く。  

b. 国家又は国内若しくは国際の機関の名称若しくは略称、旗、紋章、象徴若しくは記章を
模倣するか、又はそれと類似する場合。ただし、権利を有する者から書面による合意を
得た場合を除く。  

c. 国家又は政府機関によって使用される正式な署名、印章若しくは刻印を模倣するか、又
はそれと類似する場合。たたし、権利を有する者から書面による合意を得た場合を除く。 

2001年商標法第15号 
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描写性に対してはしきい値が低く、検索が重要である。 

 

 
「コーヒー」に対して 

      「砂糖」に対して 
                                    （Gulakuはインドネシア語で「私の砂糖」を意味する） 

               
 
                  

                                    「スキンケア製品と洗剤」に対して 
 
 
 

「石けんと薬用石けん」に対して 
  

描写的な商標 
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• 先願主義 

• 複数分類出願 

• 検索の重要性 

• 一般的な標章侵害 

• 受け付けられない同意書 

• 有用な情報源 - www.dgip.go.id＆www.pom.go.id 

• ラベル標章を不当競争法の弱点として考慮する 

商標−要点 
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商標法第６条に対する説明 

 

要部における類似性とは、形状、配置、文体又は要素の組
合せに関する類似性、若しくは当該標章に含まれる発音に
おける類似性という印象を与える可能性のある、一つの商
標と他の商標の重要要素における類似性を意味する。 

  

標章類似性の検査 
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訴訟番号 原告の標章 被告の標章 

トヨタ自動車株式会社(原告)対
Effendi Fermanto (被告) 
161 K/Pdt.Sus/2012 
 

Steve Erwin Wijaya (原告)
対 PT. Garuda Food Putra 
Putri Jaya (被告) 
366 K/Pdt.Sus/2012 

Wavin, B.V. (原告) 対 
Burhan Teguh (被告) 
367 K/Pdt.Sus/2012 
  

Lukmin Eryan ( 原告) 対 PT. 
Best Mega Industri (被告) 
399 K/Pdt.Sus/2012 

類似標章に関する近年の最高裁判決 
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• 2008年—2012年の判決50件 

         
        

異議理由−第４、５、６条 

Successful Oppositions

Well-known mark
and bad faith

Geographic
Indication

Prior registration

Descriptive

勝訴した異議 

著名商標で悪意がある 

地理的表示 

従前の登録 

描写的 
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商標 − 訴訟スケジュール 

18
ヶ
月 

3
ヶ
月 

3
ヶ
月 

18
ヶ
月 

3
ヶ
月 

2
年 

申請 

方式審査 

実体審査 

審査承認 

公開 

異議なし 

商標登録証発行 

商標登録証発行 

商標登録証発行 

商標登録証発行 

2
年 

2
年
延
長 

異議を受けた申請・拒絶理由通知 

公開 

反論承認 

異議なし 

反論却下 

拒絶通知 

異議受領 

反論成功 不成功 

拒絶通知 

TMC上告 
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訴訟番号 
 

原告の標章 
 

被告の標章 
 

Richemont International 
S.A 対 Hartafadjaja Mulia/ 
Hartafa Djaja Mulia 
762 K/Pdt.Sus/2012 

分類 25, 35 

CBS Interactive Inc. 対 Lie 
Jong Wei (Jong Wei Rusli) 
696 K/Pdt.Sus/2011 

分類 9, 35, 42 

Las Vegas Sands 
Corporation 対  PT. Agung 
Wahana Indonesia 
800 K/Pdt.Sus/2011 

分類 41, 43, 44 

Diageo Ireland 対 
Alexander  
54/MEREK/2010/PN.NIAGA
.JKT.PST 
 
 分類 25 

商標侵害−近年の裁判所判決 
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第61条(2) 次に掲げる場合、商標を抹消することができる。 

a.商標が登録の日又は最後に使用した日から継続して３年
以上商品の取引に使用されていない場合 

b.商標が、登録標章と合致しない標章の使用を含め、登録
出願された商品と同種の商品に使用されていない場合 

 

商標−不使用に対する抹消処理 
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• 原告は不使用の立証責任がある。 

• 公判前の証拠開示手続がなく、被告は裁判所に対して記
録を提出する義務がないため、不使用を立証するのは難
しい。 

• 通常、独立した市場調査が推奨される。 

• 被告がローカル企業の場合は特に、被告による使用証拠
のねつ造リスクもある。 

 

 

商標−不使用に対する抹消処理 
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訴訟番号 
 

抹消される商標 
 

提出された証拠 
 

HTC Corporation 対 
Vincent Siswanto 

135 
PK/Pdt.Sus/2009 

 
 

分類９の電話、携帯電話、屋
内電話 

1. 通信情報省により製品
登録が発行されていない 
2. インドネシアの販売業者
による証人発言 
 

不使用に関する最高裁判決 
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商務裁判所の訴訟 

IP訴訟 

著作権 

意匠 

特許 

標章 

全体 

年度 
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商標法第76条 

(1)登録商標の所有者は、要部又は全体において
類似した商標を同種類の商品及び/又はサービ
スに権限なく使用した者に対して、次の形式で訴
訟を起こすことができる。 

• 損害賠償請求、及び/又は 

• 当該商標の使用にかかるすべての行為の停止。 

• (2) (1)にいう訴訟は、商務裁判所に対して提起
される。 

商標侵害−民事上の救済措置 
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商標法第78条 

(1)訴訟手続の係属中に損害が更に拡大することを防ぐために、裁判官
は、原告である商標の所有者又は使用権者の請求に基づき、被告に
対して権限なく当該商標を使用した商品又はサービスの生産、頒布
及び/又は取引を停止するよう命じることができる。 

(2)被告が権限なく商標を使用した商品の引渡しをもするように求められ
た場合、裁判官は、裁判所の判決が確定し法的拘束力を発すること
となった後、当該商品又は商品の相当額の引渡しを行うよう命じるこ
とができる。 

  

商標侵害−民事上の救済措置 
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申し立ての種類 

申し立ての種類 

取消 抹消 侵害 所有 登録可能性 廃止 

全体 

注 

－取消と抹消＝商標 

－廃止＝特許と意匠 
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活動 時間 

申し立て申請 

第１〜４週 

第一審−被告出廷 

第二審−被告の応答 

第三審 - 原告の反論 – 討議 

第四審 - 被告の第2回応答 

  

第五審 - 原告の証拠 

第５〜８週 第六審 - 被告の証拠 

第七審 - 原告と被告の最終討議 

判決 申し立て提出から３ヶ月（１ヶ月
まで延長可能） 

商務裁判所  スケジュール 
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• 終局的侵害差止命令の付与 

• 通常は名目的損害賠償 

• 訴訟費用は回収不能 

• 約4ヶ月で第一審判決 

• 最高裁判所(Kasasi)に対する上告と最高裁の異なる陪
審員の前におけるさらなる司法審査(Peninjauan 
kembali) 

• 訴訟の不確実性 

商標侵害−民事上の救済措置 
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2012年７月の最高裁判決5/2012では、次に掲げる事項が明示された。 

仮差し止め命令処理規程 - 第1条：仮命令とは、工業デザイン、特許、商
標および著作権上の権利侵害を根拠に原告が申請した要請に基づい
て、裁判所が発行した関係者全員が従うべき命令をいう。その目的は
次のとおりである。 

 

a. 取引経路において知的財産権を侵害したと思われる商品を防止する 

b. 証拠を確保し、侵害者による証拠隠滅を防止する。 

c. さらなる損失を防止するために、侵害を停止する。 

 

 

仮命令 
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第２条 

次に掲げる条件を伴って出願された申請 

a. 権利所有者又は権利者の証拠を添付 

b. 権利侵害の発生に関する最初の強い兆候を示す証拠を添付 

c. 証明目的のために要求、捜索、収集及び保全された商品及び/又は文献に関
する明確な描写 

d. 現金又は銀行保証により、仮命令対象商品の価値に等しい保証金の支払を
する。 

  

 

第３条(3) 

侵害したと思われる当事者が証拠を隠滅する懸念を含む申請出願理由から、申
請が構成されている。 

 

仮命令 
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仮命令 

商務裁判所に対する仮命令 

差し止められる商品の価値に等しい 

保証を支払う 

24時間以内に裁判官の前で 

一方的審理 

申請から48時間以内に仮命令 

裁判所執行官、弁護士、 

証人2名による執行 

24時間以内の被告の審問権及び 

執行の当事者に対する通知 

命令から30日以内に裁判官は 

両当事者の命令を再審理 

命令を却下し、被告に 

保証金を支払う 

被告は賠償金を請求できる 

命令の維持と決定の確定 

30日以内に原告は 

訴訟を起こす 

命令修正 
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第90条 

何人も、故意にかつ権利なく、他者が所有する登録商標とその全体において類
似する商標を、生産及び/又は取引される同種の商品及び/又はサービスに
使用する者は、最長５年の禁錮及び/又は最高額10億ルピア
(1,000,000,000.00 Rp.)の罰金に処する。 

 

第91条 

何人も、故意にかつ権利なく、他者が所有する登録商標とその要部において類
似する商標を、生産及び/又は取引される同種の商品及び/又はサービスに
使用する者は、最長 4 年の禁錮及び/又は最高額８億ルピア
(800,000,000.00 Rp.)の罰金に処する。 

刑事制裁 
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第94条 

(1) 何人も、第 90 条、第 91 条、第 92 条及び第 
93 条にいう侵害商品及び/又はサービスであると
知り又は当然知っているべき商品及び/又はサービ
スの取引を行う者は、最長１年の禁錮及び/又は最
高額2 億ルピア(200,000,000.00Rp.)の罰金に
処する。  

(2) (1)に描写される行為は犯罪である。 

 

刑事制裁 
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刑事制裁 

侵害の性質 法的根拠 罰 

製造（同一標章 

を使用） 
第90条－「登録標章と 

その全体において同一 

である標章を使用」 

最長5年の禁錮及び/又は 

最高額10億ルピアの罰金 

製造（必ずしも同一 

ではなく、要部にお 

いて類似する標章 

を使用） 

第91条－「登録標章と 

その要部において類似 

する標章を使用」 

最長4年の禁錮及び/又は 

最高額8億ルピアの罰金 

偽造商品の販売 

又は宣伝 
第94条－「商品が第90条 

又は第91条に違反して製 

造されたと知っている又は 

当然知っているべき商品 

の取引」 
 

偽造品の宣伝はほぼ間違いなく 

取引活動である 

最長1年の禁錮及び/又は 

最高額2億ルピアの罰金 
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強制捜査 

IP執行団体 

警察 

MABES  (Markas Besar) 
インドネシア警察本部 

POLDA (Polisi Daerah) 
国家警察の州部隊 

POLRES (Polisi Resort) 
県警察 

POLSEK (Polisi Sektor) 
町村警察 

文民捜査官 

  
PPNS of DGIPR 
知的財産総局の役人 

PPNS of BPOM 

インドネシア食品医薬
品監督庁の役人 
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• 89条(1) 

• (1) インドネシア共和国国家警察の捜査官の他に、総局の特定の公
務員に、商標分野における犯罪捜査を行うために刑事訴訟法に関す
る 1981 年法律第 8 号にいう捜査官としての特別な権限が与えら
れる。 

PPNS 
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第89条(2) 文民捜査官は、次に掲げる権限を有する。 

a. 商標分野における犯罪行為にかかる報告又は情報の信憑性に関す
る捜査を行うこと 

b. …犯罪行為をした疑いのある個人に対して捜査を行うこと 

c. …犯罪行為をした疑いのある個人から情報及び証拠物件を収集する
こと 

d. …証拠物件、帳簿、記録その他の書類を見つけうる場所を捜査し、か
つ、侵害から生じた素材及び商品を押収すること 

e. 商標分野における犯罪行為の捜査任務を遂行する範囲において専
門家の支援を求めること 

PPNS 
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• 和解交渉が好ましい。 

• 公開謝罪が重要。 

• 損害賠償 

• 刑事訴追 – 長期化し効果的ではないため推奨しない。 

 

強制捜査後の問題 
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執行に代わる費用効果の高い代替策 

署名は次を意味する 

a)承認 

b)遵守するという約束 
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警告書プログラム 

警告書 

起草と配達 

追跡電話 

遵守を要請 

販売店の再訪 

遵守の確認 

最終報告 

有効性を分析 

市場再調査 

場所と人物を特定する 
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警告プログラム 

2012 遵守率 

83％ 全面的遵守 

書面による遵守 

口頭による遵守 

非遵守 
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書面による遵守 

口頭による遵守 

非遵守 

警告プログラム 

弁護士による配達対配達人による配達 
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書面による遵守 

口頭による遵守 

非遵守 

警告プログラム 

家主の関与あり対家主の関与なし 

家主の関与 

ありの場合、 

遵守が８％増加 
家主に接触 

家主に接触しない 
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警告プログラム−成果例 

直販店は遵守保証に署名 

直販店は口頭で 

遵守に同意 

直販店は遵守を 

拒否 

直販店は閉店 

偽造品に対して主要ジャカルタ地域の７つのモールは現在反対行動を起こしており、 

６つのモールの経営者はテナントに警告を発行した。 
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警告プログラム − １年後 

緑  : 本物 

赤 / 黄  : 偽造品数 

２０１２年と２０１３年の比較 
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２０１２年産業別 

警告プログラム 
衣料と高級品 

ITと電子 

自動車 

食品と飲料 

サービス 

個人医療 

マスコミ/ソフトウェア 

医薬品 

工業と商業 

家庭用品 
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民法第1365条 

「他人に損害を生じさせる不法行為は、すべて、その損害を
生じさせた行為を行った者に、その損害を補償すべき義
務を負わせる。 

  

• 以前の不法行為を示すことができる場合、公民不法行為
損害賠償請求権。 

不当競争法 
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第 382 条の 2 

何人も、自らの取引又は事業若しくは他者の取引又は事業の売上を確
立、維持、又は拡大するために、公共又は特定の人物の誤解を招く
不正行為を行う者は、そのために自らの競合相手又は他者の競合相
手に対する損害が生じる場合、不当競争の罪に問われ、最長１年４ヶ
月の禁固刑又は最高13500ルピアの罰金に処するものとする。 

  

•  刑事規定であり詐欺行為を示す必要がある。模倣だけの場合は詐
欺を示すのに不十分である。 

不当競争法 



43 

© Rouse 2013 

第62条 

• 輸入品又は輸出品が商標又は著作権の侵害から生じたという強力な
証拠がある場合、税関職員は職権によって当該貨物の差し止めを行
うこともできる。 

  

第64条(1) 

• 本法律に規定される標章と著作権以外の知的財産権を侵害した結
果と疑われる輸入品又は輸出品の管理は、政令によって規制される
ものとする。 

  

1995年関税法第10号(1996年に改正) 
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• 最高裁判所規則2012年第４号がついに2012年7月30日に発行さ
れた。 

• 記録システムがなく、一方的差し止めを行うことができない。 

• 一時的な差し止めを保持するには、知的財産権所有者は侵害に対し
て正式な民事訴訟を起こさなければならない。 

• 訴訟費用は回収することができない。 

税関 
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• 差し止め関連費用は、申請者が現金または銀行保証で支払わなけ
ればならない。 

• 命令が下された場合、商品の価値に等しい保証金が支払われなけれ
ばならない。 

• 輸入委託に関する明確な詳細情報を提供しなければならないが、こ
れはほとんどの輸入の場合非常に困難である。 

  

税関 



46 

© Rouse 2013 

• 困難な法的環境 

• 長年に渡るUSTR 301優先監視リストの１つ 

• 施行に費用がかかり困難な可能性がある 

• 汚職問題のために確実性がない。 

• 長期的には積極的かつ包括的な申告戦略の方が費用を抑えられる。 

• 上訴する準備を整えておく 

インドネシアの改革 
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ご清聴 
ありがとうございました。 


